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昨
年
は
、
市
制
50
周
年
を
記
念
し
「
人
が
好
き
、

ま
ち
が
好
き
、
海
が
好
き
、
山
が
好
き
、
蒲
郡
が

大
好
き
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
新
給
食
セ

ン
タ
ー
、
ち
ゅ
う
ぶ
児
童
館
設
置
事
業
を
は
じ
め

多
彩
な
記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
特
に

「
音
楽
の
ま
ち
蒲
郡
」
事
業
に
、
ご
参
加
・
ご
協

力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
と
、
皆
様

と
共
に
事
業
を
成
し
遂
げ
た
喜
び
に
感
動
を
し
て

い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
の

連
係
と
協
働
が
い
か
に
重
要
な
こ
と
か
を
実
感
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
蒲
郡
市
と
し
て
の
新
し
い
半
世
紀
を
迎
え
た
今
、

新
た
な
思
い
で
、
先
人
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
蒲
郡
市
を
、
更
に
発
展
さ
せ
後
世
に
引

き
継
ぐ
責
任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
「
議
会
制
民
主
主
義
を
尊
重
し
、
市
民

の
心
を
市
政
に
つ
な
ぐ
」
を
市
政
推
進
の
基
本
理

念
に
、

　
第
一
に
「
安
心
の
ま
ち
蒲
郡
」

　
第
二
に
「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
蒲
郡
」

　
第
三
に
「
明
る
く
元
気
な
ま
ち
蒲
郡
」

の
三
つ
を
基
本
施
策
の
柱
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
の
基
本
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
時
代
の
要
請
で

あ
り
ま
す
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
や
情
報
化
の

推
進
、
防
災
対
策
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
社
会
の
変
化
に
即
応
し
た
市
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
市
長
対
話
・
ざ

っ
く
ば
ら
ん
」
な
ど
を
通
し
、
市
民
の
皆
様
の
声

を
十
分
お
聞
き
し
、
反
映
し
て
い
く
こ
と
に
心
が

け
、
現
状
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
将
来
を
見
据

え
た
確
か
な
選
択
と
歩
み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、
多
く
の
財
政
需
要
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

対
応
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
り
ま
す
。
国
・
地
方

を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

さ
ら
に
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
推
進
に
よ
り
、

３
兆
円
程
度
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
削
減

と
、
お
お
む
ね
３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
目
指

す
と
い
う
改
革
の
全
体
像
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
度
措
置
分
を

含
め
て
２
兆
４
千
160
億
円
に
な
る
こ
と
し
か
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
17
年
度
も
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
多
額
の
影
響
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
は
、
ほ
ぼ
前
年

度
並
み
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
補
助
金
や
地
方

交
付
税
の
引
き
締
め
な
ど
に
よ
り
不
足
す
る
財
源

の
確
保
と
し
て
は
、
年
度
間
の
財
源
調
整
の
役
目

を
果
た
す
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
と
臨
時
財
政

対
策
債
の
借
入
れ
に
よ
り
、
補
て
ん
を
行
う
と
い

う
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
か
ら
、
平
成
17
年
度
の

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
後
年
度
の
財
政

運
営
に
も
配
慮
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か

つ
効
率
的
な
配
分
に
留
意
し
ま
し
た
。
行
財
政
改

革
を
推
進
す
る
た
め
、
人
件
費
の
抑
制
、
経
費
の

削
減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
厳
し
い
姿
勢

の
中
で
の
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

平成17年度　施政方針

平成17年度�        

当初予算が決まりました
平成17年度の当初予算が、3月市議会定例会で決まりました。�        

当初予算一般会計は前年度と比較して9.5％の減少、全会計の総額では17.6

％の減少となりました。�        

今号では、市長の平成17年度施政方針をご紹介します。

◎総額

1,172億7,750万円

◎特別会計 807億9,570万円 前年度比
77.9％

◎一般会計 247億5,900万円

歳入
247億5,900万円

前年度比
90.5％

◎企業会計 117億2,280万円 前年度比
103.7％

�71.4

106.6

101.8

112.7

99.2

77.5

96.4

149.2

133.3

583億5,200

71億8,820

68億1,810

 37億6,810

25億8,600

16億6,600

3億5,740

5,430

560

モーターボート競走事業特別会計

国民健康保険事業特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

土地区画整理事業特別会計

公共用地対策事業特別会計

三 谷 町 財 産 区 特 別 会 計

西 浦 町 財 産 区 特 別 会 計

収益的

資本的

会計別 予算額（万円） 前年度比（％）

予算額（万円） 前年度比（％） 予算額（万円） 前年度比（％）

18億8,910

8億950

106.3

128.9

83億1,620

7億800

98.0

170.2

水道 病院

地方譲与税
5億9,800万円●2.4 ■132.0

県支出金
7億3,442万円●3.0 ■71.2

県交付金（※２）
12億6,440万円●5.0 ■101.3

地方交付税
13億6,000万円●5.5 ■90.7

国庫支出金
14億1,133万円●5.7 ■88.6

市債
23億7,290万円●9.6 ■53.3

その他（※１）
2億104万円●0.8 ■99.8

財産収入
2億2,296万円●0.9 ■63.7

分担金及び負担金
3億4,441万円●1.4 ■99.3

使用料及び手数料
5億6,341万円●2.3 ■104.5

諸収入
9億1,224万円●3.7 ■100.1

繰入金
18億19万円●7.3 ■103.0

市税
125億9,870万円
●50.9 ■100.1

民生費
66億5,396万円
●26.9 ■100.2

土木費
42億2,138万円
●17.1 ■104.2

衛生費
35億7,511万円
●14.4 ■101.6

総務費
33億8,244万円
●13.7 ■93.2

交通安全対策特別交付金
1,500万円●0.1 ■93.8

地方特例交付金
3億6,000万円●1.4 ■97.3

前年度比
90.5％

歳出
247億5,900万円

前年度比
90.5％

※1. その他は繰越金・寄付金�  
※2. 県交付金は地方消費税交付金・
※2. 自動車取得税交付金など

●構成比（％）　　　■前年度比（％）

災害復旧費
410万円●0.0 ■100.0

予備費
4,000万円●0.2■100.0

議会費
3億568万円●1.2 ■98.7

農林水産業費
3億5,500円●1.4 ■67.8

商工費
8億7,699万円●3.5 ■93.7

消防費
10億9,206万円●4.4 ■99.0

教育費
19億8,591万円●8.0 ■73.3

公債費
22億6,637万円●9.2 ■58.4

　 　 　

自
主
財
源
 

　　
　
依

存
財
源 

67.3%32.7%


